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新型コロナウイルス感染症対策基本ガイドライン 
 

本ガイドラインは、本村が一島一村という生活環境において住民が比較的身近であるという特徴

や医療資源が限られていること等を考慮した上で、全国の各種団体が制定したガイドラインに基づ

き作成したものです。 

南大東村民の健康と安全の確保を基本にするとともに、来島される皆様には安心して南大東村に

滞在頂けるよう、各施設が取組むべき予防対策を明示しております。 

関係者及び関係機関へ本ガイドラインを周知し、各事業所における従業員の感染防止に真摯に取

り組むよう努めてまいります。 

本ガイドラインは、部門別に掲載し、各事業所の実情に合わせた対策を講じるよう作成しており

ます。尚、各事業所におかれましては、あくまでも「基本ガイドライン」でありますので、独自に細

分化し、現状に沿った形で新型コロナウイルス感染症対策を実施することについて制限するもので

は無いことを申し添えます。 

2020 年 10 月１日 

南大東村役場 
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【南大東村において基本とする項目】 
※ 事業主は従業員の中に無症状感染者がいる可能性をふまえた感染防止策を行う 

1. 基本チェックリスト 

□ 従業員の就業前の検温、手指消毒の徹底、マスクの着用 

□ 施設入口及び施設内の手指消毒設備の設置 

□ 身体的距離の確保(接触・飛沫感染の防止) 

□ 換気の徹底 

□ お客様に対するマスク着用・手指消毒のお願いの周知 

 

2. 基本的な感染防止予防策 

➀ 従業員における感染予防衛生対策及び健康管理 

■日々の体調管理 

・全従業員を対象に就業前の体温測定及び健康チェックを行う。 

■手洗い手指消毒の徹底 

・就労前、就労中、休憩中にかかわらず、化粧室使用、清掃、喫煙、飲食、自身の顔に触れる 

等の行為、また他従業員やお客様との物品のやり取りで接触があった場合は、手洗いや手指 

の消毒、うがいを意識して行う。 

■マスク等の着用 

・就業中はマスクを着用する。就業時間外においても人と接触する場所ではマスクの着用を意 

識して行う。 

■身体的距離の確保（対従業員・対お客様） 

・お客様と従業員、従業員同士及びお客様同士の濃厚接触をできるだけ避けるために、身体的 

距離をできるだけ２ｍ確保する（最低 1ｍ）。確保できない場合は、アクリル板設置等飛沫感

染防止の対策を講じる。 

■休憩所の清掃・消毒の徹底 

・従業員用の休憩所は特に感染リスクが高い場所であることを留意する。 

➁ 施設内における感染予防衛生対策 

■定期的な施設内の清掃、消毒の実施 

・触れる機会が多い箇所(ドアノブ、扉や窓、階段の手すり、化粧室の扉やレバー等)の消毒を 

定期的に実施、館内の消毒と清掃を強化する。 

■換気の徹底 

・空調は常時稼働し、出入口の窓を開ける等定期的な換気を行う。 

■手指消毒設備の設置 

・施設内各所に手指消毒設備を設置し、こまめに補充を行う。 

■飛沫による感染防止対策 

・身体的距離の確保を基本とする。確保が困難な際は、対面する場所においては透明ビニール 

カーテンやアクリル板等を設置する。 
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■接触による感染防止対策 

・金銭や商品、資料のやり取りはなるべく接触のないようにする。 

➂ 対象者へ協力依頼する感染予防衛生対策 

■マスク着用のお願い 

■手洗い、手指消毒のお願い 

■身体的距離はできるだけ 2ｍを意識する（最低 1ｍ） 

■密閉・密集・密接の回避を意識した行動のお願い 

3. 感染疑いのあるお客様への対応 

■万一、発熱や呼吸困難、倦怠感等、感染の疑われる対象者が発現した場合、各施設指定の待機

場所で待機、マスク着用をお願いし、外に出ないよう依頼する(ご同行者様も同様) 

■事前に疑いのある対象者が区分して待機できる場所を決めておく 

■対応するスタッフを限定、マスクや手袋等を着用し感染予防に細心の注意を払う 

■疑いのある対象者名簿等を確認し、保健所への提出に備える 

■他の利用者への情報提供は、保健所の指示に従う 

■情報の発信は「いつ・どこで・誰が・何を・何故・どのように」(5Ｗ1H)を意識する 

 

【感染疑いに関する相談窓口】 

南大東診療所  09802-2-2850 平日 8 時 30 分～16 時 30 分 

南部保健所 帰国者・接触者相談センター 098-889-6591 
平日 8 時 30 分～17 時 15 分 

土日祝日 9 時～17 時 45 分 

沖縄県新型コロナウイルス感染症相談窓口 098-866-2129 24 時間対応 

南大東村保健センター  09802-2-2116 平日 8 時 15 分～17 時 

南大東村役場 09802-2-2001 平日 8 時 15 分～17 時 
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利用者への協力依頼確認書式 

～ 新型コロナウィルス感染症予防のためのご協力依頼 ～ 

1. 新型コロナウィルス感染症予防について下記に該当することをご確認の上、□に「✓」チェック

をお願いします。 

① □ 現在、新型コロナウィルス感染者や濃厚接触者ではありません。 

② □ 現在、発熱、及び咳など呼吸器症状はありません。 

③ □ 同居家族に発熱、及び咳など呼吸器症状はありません。 

④ □ 新型コロナウィルス感染者や濃厚接触者との接触はありません。 

 

2．保健所への情報提供の同意について□に「✓」チェックをお願いします。 

⑤ □ 万が一、従業員や利用者が同時滞在の際、新型コロナウィルス感染が発生した場合は、 

感染した者の接触者について南部保健所に情報提供します。 

利用者の下記情報についても、保健所に情報提供することがあります。 

【すぐにご連絡が取れるご連絡先↓】 

携帯番号： 

（または E メール）： 

居住市町村： 

 

3. 利用者の利用最終日の後 3 日後に、当店より体調確認の連絡を差し上げること、また、2 週間 

以内に利用者自身の感染が判明した場合のご連絡について□に「✓」チェックをお願いします。 

⑥ □ 利用者の利用最終日の３日以内に発熱や咳などの症状が出た場合、または 2 週間以内に

新型コロナウィルスに感染していることが判明した場合は速やかに利用施設までお知らせ下

さい。（3 日後に利用施設より健康状態確認のご連絡をいたします） 

 

【上記２．および３．について同意します↓】 

氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿日付＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

※ 未成年の場合は下記に保護者氏名もお願いします。 

氏名＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿日付＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

  

利用者→利用施設 
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宿泊施設での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会・日本旅館協会・全日本シティホテル 

連盟作成の「宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン(第 1 版)」に基づいて作成し 

ています。 

南大東村内施設においては、本ガイドラインを基本とし、各事業所の実情に合わせた対策を講じ

ることとします。尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除され

る項目もあります。 

 

1. 基本チェックリスト 

□ 従業員の就業前の検温、手指消毒の徹底、マスクの着用 

□ 施設入口及び施設内の手指消毒設備の設置 

□ 身体的距離の確保(接触・飛沫感染の防止) 

□ 換気の徹底 

□ お客様に対するマスク着用・手指消毒のお願いの周知 

 

2. 基本的な感染防止予防策 

① 従業員における感染予防衛生対策 

■実務責任者の配置 

・各宿泊事業所に新型コロナウイルス感染防止対策に関する実務責任者を配置し、全従業員に感

染防止対策の必要性を認識させ実施する。 

・お客様、従業員の中に無症状感染者がいる可能性をふまえた感染防止策を行う。 

■日々の体調チェック 

・全従業員を対象に就業前の検温及び健康チェックを行い、体調のすぐれない場合は自宅待機と

する。 

・業務中に、発熱、咳等のかぜ症状や味覚嗅覚異常、けん怠感等の新型コロナウイルス感染が疑

われる症状が出た従業員は、直ちに業務から外し、自宅に戻り、必要に応じて保健所に相談す

る。 

■消毒の励行 

・就労前、就労中、休憩中にかかわらず、化粧室使用、清掃、喫煙、飲食、自身の顔に触れる等

の行為、また他従業員やお客様との物品のやり取りで接触があった場合は必要に応じて手洗い

や手指の消毒、うがいを意識して行う。 

・従業員が共有する備品や機器は使用前後、常に消毒をする。 

・手袋の効果的な利用も検討する。但し、消毒や廃棄は適切に行う。 

■マスクの着用 

・就業中はマスクを着用する。就業時間外においても人と接触する場所ではマスクの着用を意識

して行う。 

・接触時間が⾧くなる部署や短時間でも接触頻度が高くなる部署においては、フェイスシールド
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の導入も検討する。 

■バックヤードでの注意点 

・バックヤードにおいても身体的距離を確保するため、一度に休憩する人数を制限し対面での会

話をしないようにする。 

・従業員同士の距離を保てるよう、デスク等の配置を再検討する。 

・共有する備品(椅子・テーブル等)は、定期的に消毒する。 

予約端末、パソコン等のキーボード、会計端末等は念入りに消毒を行う。 

・特に化粧室の清掃に留意するとともに、使用前、使用後には各々で消毒を行う。 

② 施設・敷地内における感染予防衛生対策 

■駐車場 

・お客様の乗用車（レンタカーを含む）を従業員が駐車場に移動することは控え、お客様自身で

駐車していただく。やむを得ず従業員が移動する場合は、乗車の前後にドアやハンドル、シフ

トレバー等の接触部位を消毒する。 

■送迎サービス 

・送迎バス・バンを運行する場合は、乗車前後の車内消毒（特に手すり、席のひじ掛け等）を徹

底する。 

・乗車の際はマスク着用のお願いと換気を常に行う。 

・同じグループの人以外と同乗するときは、前後左右の座席間隔を空ける。（それを踏まえて、 

１車両あたりの乗車人員を制限する） 

■案内表示の掲示 

・お客様の導線、目線を意識した的確な場所で適切な表示案内をする。 

■消毒液の設置 

・ホテル玄関、ロビー、レストラン、売店、化粧室や各フロアのホール等に消毒液を設置し、 

こまめに補充する。 

・共用トイレはペーパータオルを設置する。 

■消毒・清掃の強化 

・お客様の触れる機会が多い箇所(ドアノブ、扉や窓、階段の手すり、化粧室の扉やレバー、ルー 

ムキー・キーカード、フロントの筆記具、館内の自動販売機のボタン等)の消毒を定期的に実施、 

館内の消毒と清掃を強化する。 

■共用備品や物品における工夫 

・お客様が共用なさる物品や手が頻繁に触れる箇所が最低限になるように工夫する。 

・手や口が触れるようなもの(グラス・食器・箸等)は食器用洗剤で洗浄する。 

また、使い捨てのものに変更するなど特段の対応も検討する。 

■身体的距離の確保 

・お客様と従業員、従業員同士及びお客様同士の濃厚接触をできるだけ避けるために、身体的距

離を確保(できるだけ２m を目安に)する。もしくは、アクリル板・透明ビニールカーテン、フ

ェイスシールド等で飛沫感染を防止する。 

■接客時の感染防止の工夫 

・チェックインやチェックアウト、観光のご案内等の各種手続きは、なるべく時間を短縮しお客
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様と従業員が接触する時間を短縮できるように工夫する。 

■お食事のご提供方法の工夫 

・ドリンクサーバーやピッチャーの飲み物は、スタッフが注いで提供するなど、複数のお客様が

触れる機会を極力避ける。 

・身体的距離を保った座席レイアウトの工夫もしくは仕切りを設ける。 

・向かい合わせの座席配置はできるだけ避け、横並びまたは斜めの位置（90 度）で座るよう配

置する。 

・入場人数、滞在時間の制限、席の間隔に留意する。 

・メニューブックや配膳用トレイ等の備品の消毒頻度を強化する。もしくは、メニューブックを

廃止した場合のご提供方法を工夫することも検討する。 

・テーブルセッティングは、食事をされるお客様が使われる分の食器のみを提供し、予備をテー

ブルに置かない。調味料容器等をテーブルに置いて共用しない。 

・お酌や同じグラスでの回し飲みは控えていただく。 

・食事が済んだテーブルは、次のお客様を入れる前に消毒剤でのふき取り清掃を行う。 

・料理やドリンクの提供、下膳、ゴミを処分する際には、特に手洗いや手指の消毒を徹底して行

う。 

・下膳作業をしたスタッフは、手を洗い直してから食事を提供する。 

■清掃 

・トイレや浴室は、感染リスクが比較的高いと考えられているため特に留意する。 

・清掃中は常に換気をし、お客様が触れることの多い箇所や備品類は消毒を強化する。 

・従業員とお客様の接触頻度を少なくするため、客室の清掃は毎日行わず、お客様からのリクエ

ストがあった場合、あるいは⾧期滞在の場合は、数日に１度に抑える。 

・交換のタオル等は、部屋の前に届けるなどして、お客様との接触を減らす。 

・使用後のリネン類は回収後に人が触れないよう密閉保管し、洗濯・消毒を行う。 

※手袋・マスク・雨合羽等ガウンの装着後 

・ゴミはビニール袋で密閉し処理する。分別の際には細心の注意を払う。 

・白米や汁物も個々に次ぎ分け提供する。（バイキング形式の禁止） 

③ 宿泊者へ協力依頼する感染予防衛生対策 

■入館時や外出の際、客室内以外ではマスクを着用する。 

■こまめな手洗いや手指の消毒を行う。 

■滞在日数にかかわらず、毎日の検温や健康チェックを行う。また、体調のすぐれないお客様は

速やかにスタッフに報告する。 

■滞在の間は、密閉・密集・密接を回避した行動をとる。 

■チェックアウトから 3 日後に宿泊事業所から「全てのお客様へ体調のご確認」を行う。確認用

の連絡先の提示及び 3 日間の検温と体調確認へ協力する。 
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飲食店･小売店での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは全国の各種団体が制定したガイドラインに基づいて作成します。 

南大東村内施設においては、本ガイドラインを基本とし、各事業所の実情に合わせた対策を講じる 

こととします。特に、飲食店では食品 衛生法を遵守して食品の安全で衛生的 な取扱いを徹底させ

る。 

尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除される項目もあり

ます。 

 

1. 基本チェックリスト 

□ 従業員の就業前の検温、手指消毒の徹底、マスクの着用 

□ 施設入口及び施設内の手指消毒設備の設置 

□ 身体的距離の確保(接触・飛沫感染の防止) 

□ 換気の徹底 

□ お客様に対するマスク着用・手指消毒のお願いの周知 

 

2. 身体的距離の確保 

店内外において対人距離を確保するため、店舗の規模等に応じて、以下のような取組を行う。 

■対人距離の確保については「できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける」とされたことも踏まえつつ、店 

舗の業態、規模・立地条件などの実情に応じ、実効的な対応を推進する。 

■店内での滞在に際し、顧客に対し掲示などにより可能な範囲での対人距離の確保を促す。 

■とりわけ、レジ前や入店前など店舗内外で顧客が列に並ぶ際には、床に目印を付すことや掲示・

アナウンスの実施などにより対人距離の確保を促す。 

 

3. 清掃・消毒 

清掃・消毒に関しては、従業員に対しこまめな手洗い・手指消毒を励行するほか、手指の消毒設

備を入口及び施設内に設置すること等により顧客の手指の消毒も励行する。 

また、店舗については、通常の清掃に加え、店内の消毒等に関し、以下のような取組を行う。 

■買物カゴ、扉の取っ手、商品陳列ケースの扉など、顧客や従業員が手を触れることが多い箇所・機

材等は、定期的に消毒を実施する。 

■トイレについて、トイレの蓋がある場合には蓋を閉めて汚物を流すよう表示し、不特定多数が接

触する場所は消毒を行うとともに、共通のタオルの使用は行わない。 

■ゴミの廃棄については、鼻水・唾液などが付いたゴミが入っていることを想定しビニール袋等に

入れて密閉して縛るほか、ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用し、マスクや手袋を脱いだ

後は、必ず石鹸と流水で手を洗う。 
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■休憩スペースのテーブル・イス・展示物など不特定多数が共用する物品や顧客や従業員が手を触

れることが多い箇所・機材等は定期的に消毒を実施する。 

 

4.接触感染・飛沫感染の防止 

従業員と顧客の接触機会を減らし、飛沫感染を防止するため、以下のような取組を行う。 

■透明間仕切り等の設置などによるレジ前での飛沫感染防止の取組を行う。（透明間仕切り等を設置

する場合は、透明間仕切り等が従業員や顧客に触れないように注意する。） 

■レジにおいてコイントレーでの現金受渡を励行する。 

■キャッシュレス決済の利用を促進する。 

■従業員によるマスク等の着用や、こまめな手洗い・手指消毒を励行する。 

■従業員が対面による販売・説明・サービスを行う際などには、感染予防の観点から、マスクやフェ

イスシールド等の着用等による必要な感染予防の措置を行う。 

 

5.換気の徹底 

店内が換気の悪い密閉空間となることを避けるため、以下のような取組を行う。 

■換気設備を適切に運転・管理することや窓やドアを定期的に開放すること等により、室内の換気

に努める。推奨される換気の方法としては、機械換気（空気調和設備、機械換気設備）による方

法、窓の開放による方法などが推奨する措置として挙げられている。 

 

6.店舗内施設の利用等 

店舗内施設の利用等について、「三つの密」を避けるための以下のような取組を行う。 

■体験教室においては、利用者のマスク着用をお願いし、事前に手洗い、手指の消毒を行う。テーブ

ルの配置や間隔の確保に留意するとともに、利用者の席を最低１メートル離す。必要に応じて人

数を制限し密集状態をつくらないようにする。また近距離で対面して⾧時間の会話をしないよう

にするなど、必要に応じ利用を制限する。 

■従業員は、マスクを着用し身体的な距離の確保に留意してお客様に接する。 

 

7.店舗入店時の顧客に対する依頼 

顧客の店舗への入店に際しては、感染拡大のリスクをできる限り下げる観点から、掲示の実施

などにより、顧客に対し以下のような事項を依頼する。 

■顧客が発熱その他の感冒様症状を呈している場合には、入店の自粛を依頼する。 

■顧客の入店時のマスクの着用や手指の消毒などの実施を依頼する。 
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建設工事等での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは国土交通省の「建設業における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン」

に基づいて作成します。 

公共工事・委託業務等においては本ガイドラインを基本とし、各建設現場等の実態に合わせた対策 

を講じることとします。 

尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除される項目もあり

ます。 

 

1. 従業員における感染予防衛生対策 

■事業者は、建設現場やオフィス等に移動する自動車や移動経路、立寄先や通勤経路等を含む周辺

地域において、従業員等の感染を防止するよう努めるものとする。 

 

2. 講じるべき具体的な対策 

■新型コロナウイルス感染予防対策の策定・変更について検討する体制を整える。 

■従業員や作業員(元請・下請問わず、一人親方含む。以下同じ。)に対し、出勤前に体温や疑われる

症状の有無を確認させる。体調の思わしくない者には各種休暇制度の取得を奨励する。また、勤

務中に体調が悪くなった従業員・作業員は必要に応じ、直ちに帰宅させ、自宅待機とする。そし

て、毎日の健康状態を確認し、症状が改善した場合は国・県等による指針等を参考に出社判断を

する。また、改善がみられない場合は、医師や保健所への相談を指示する。休日はしっかりと睡

眠、休養をとり、健康の確保に努める。 

■建設現場においては、施工中の工事等における新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置等につ

いては、手洗いなどの感染予防の徹底に加え、建設現場における「三つの密」の回避やその影響を

緩和するための対策の徹底を図ることが必要である。 

・朝礼・点呼や現場事務所等における各種打合せ、更衣室、詰め所等での食事・休憩など、多人数 

が集まる場や密室・密閉空間における作業などできる限り 2ｍを目安に距離を保つ。換気の励行。 

・建設現場においては体温測定等健康管理、状況等に応じ消毒液の設置や不特定の者が触れる箇所

の定期的な消毒の実施、または手洗いを奨励する。 

・作業・打合せ時のマスクやフェイスシールド等の着用・手洗い。 

・現場でのマスクやフェイスシールド等の着用・手洗い（ただし熱中症対策を充分講ずること）。 

・感染予防対策を示したポスター（保健所等の連絡先を明記することが望ましい）、ロゴ、看板を設

置し、「三つの密」回避等の意識向上と作業姿勢の定着を図る。 

・多人数が集まる狭い空間では、マスク着用は元より人数制限の設定や扉・窓の開放による自然換

気、換気装置の設置などにより感染を予防する。 
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■朝礼・KY（危険予知）活動における取組等 

○朝礼時の配列間隔の確保 

○対人間隔が確保困難な場合等の朝礼の参加人数の縮小等 

○伝達事項等に即した朝礼等の時間短縮や内容の効率化 

○肩もみ等の接触を伴う活動の省略 

○マスクの入手が困難な場合の指差し呼称の省略 

○朝礼時の体温測定等 

○テレビ通話ツール等の利用による現場・事務所間の遠隔開催 等 

■現場事務所等での業務・打合せに関する取組 

○事務作業時の対人間隔の確保や窓等の開放による換気 

○Web(TV)会議やメール・電話による対面の打合せ等の削減 

○対面での打合せ等を行う場合には十分な対面距離を確保 

○時間差による打合せの分散化や、打合せ時間の短縮・人数の縮小 

○現場事務所等での空気清浄機の使用等 

■内装工事等、室内の現場における取組等 

○内装仕上げや設備工事等の室内の作業では、工事エリアごとに区画を設定して作業 

○狭い場所や居室での作業は、広さ等に応じて入室人数を制限して実施 

○大部屋での作業等においても、あらかじめ工程調整等を行ってフロア別に人数を制限 

○室内には換気装置を設定し、換気を実施 

○工程管理や内装仕上げの確認・是正に Web カメラや通信端末等を利用し、遠隔で実施 

・ ドアノブ、電気のスイッチ、パソコン、タブレット、工具、手すり、エレベーターのボタン（島

外事務所等）、ゴミ箱、電話、共有のテーブル・いす等の共有設備について、洗浄・消毒を行う。 

・ 特に、重機や車両のハンドル、操作レバー等複数の従業員が頻繁に触れる箇所についてはこま

めに消毒を行う、必要に応じ、車両運転時に使い捨てのゴム手袋等を着用する。 

・ ゴミはこまめに回収し、鼻水や唾液等がついたゴミがある場合はビニール袋に密閉する。ゴミ

の回収等清掃作業を行う作業員は、マスクや手袋を着用し、作業後に手洗いを徹底する。 

・ 気温及び湿度が高い日においては、現場の状況に応じて新型コロナウイルス対策に伴う熱中症

リスクの軽減等に取り組む。 

■新型コロナウイルス対策に伴う熱中症リスク軽減等のための取組 

○マウスシールドやフェイスシールドの活用 

○冷感素材等を用いたマスクの活用 

○マスクと併用可能な空調機器等の活用（空調機能が付いた作業服の着用や、首掛けクーラー活

用等） 

○現場作業において、特に不要な場合は適宜マスクを外す（屋外で人と十分に距離を確保できる

場合、一人での作業などマスクを外しても良い例外的な場合を明示し、現場で周知等） 

○現場でのスポットクーラーや扇風機等の設置 

○ドライミスト発生装置の設置 

○屋外作業の現場で、送風機等により通気性を確保 
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○テント付きの屋外休憩所の設置 

○休憩所等において、エアコンと換気扇等を併用 

■ 建設現場への移動・立ち入り 

・ 現場の状況に応じ、作業員を複数班に分け、入場時間や退場時間を一定時間ずらす。 

・ 建設現場に車両で移動する際には、車両数を増やす、近隣に借地し駐車スペースを確保する等

により、同乗・相乗りを可能な限り避けるようにする。 

・ 不要不急な部外者の立ち入りは行わない。 

・ 取引先等の外部関係者の立ち入りについては、当該者に対して、従業員に準じた感染防止対策

を求める。 

・ このため、あらかじめ、これらの外部関係者が所属する企業等に、建設現場やオフィス内での

感染防止対策の内容を説明する等により、理解を促す。 

・ 不要不急の現場見学会は控える。 

■ 現場作業や移動時の取組 

○作業員の配置のブロック分けによる密接した作業の回避 

○車両での移動時の同乗・相乗りを避け個別の移動を励行 

○現場と自宅の直行直帰の推奨 

○重機や車両等の操作前の消毒等の徹底 

○密室・密閉空間での換気や送風機等の使用の励行 等 

■ 作業員宿舎における対応について 

宿泊する作業員が密な状態とならないよう、発注者と協議の上、十分な広さの作業員宿舎を確

保するとともに、以下に掲げる事項等に取り組む。 

・ １部屋当たりの宿泊人数を少なくする。 

・ 手洗い時のタオルを撤去し、ペーパータオルを活用する。 

・ 宿舎内においても、マスク着用を励行する。 

・ 定期的に換気を実施する。 

・ 不特定多数の者が触れる箇所を定期的に消毒する。 

・ 食堂等において、対面で座ることがないよう机等を配置する他、利用時間の分散など、利用に

当たってのルールを設定する。 

・ 机と机の間に簡易的な仕切りを設置する。 

・ 入浴時間の分散や湯船の増設など、入浴時における接触機会の低減に取り組む。 

■ 休憩・休息スペース 

・ 共有する物品（テーブル、椅子等）は、定期的に消毒する。 

・ 使用する際は、入退室の前後の手洗いを徹底する。 

・ 喫煙を含め、休憩・休息をとる場合には、できる限り２ｍを目安に距離を確保するよう努め、

一定数以上が同時に休憩スペースに入らない、休憩スペースの追設や休憩時間をずらす等の工夫

を行う。 
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・ 特に屋内休憩スペースについては、常時換気を行う、休憩室の他に車中や更衣室を利用する、

班別に休憩時間を分散化する、簡易なパーテーション（アクリル板等）を設置する等、いわゆる

「三つの密」を避けることを徹底する。 

※ 熱中症対策の観点から、気温・湿度が高い日にエアコン等を利用する場合には、必要に応じて

定期的に換気を行う 

・ 食堂等で飲食する場合は、時間をずらす、椅子を間引く、車中で食事を取るほか、できる限り 

２ｍを目安に距離を確保するよう努める。施設の制約等により、これが困難な場合も、対面で座

らないようにする。これらの措置が困難な場合は、簡易なパーテーション（アクリル板等）を設

置する。 

■ 食事・休憩時における取組 

○休憩室等の窓・ドア等の常時開放や定期的な換気の励行 

○車中における食事・休憩の励行、休憩時間の分散化 

○更衣室や休憩室等での一定の対人距離の確保 

○簡易なパーティション（アクリル板等）による密接の防止 

○手洗い時のタオルの撤去（ペーパータオルの利用等） 等 

※ 熱中症対策の観点から、気温・湿度が高い日にエアコン等を利用する場合には、必要に応じ 

て定期的に換気を行う 

■ トイレの使用について 

・ 便器は通常の清掃で問題ないが、不特定多数が使用する箇所（ドアノブ、トイレットペーパー

ホルダー、水栓レバー、便座、スイッチパネル、蛇口等）は清拭消毒を行う。 

・ トイレに蓋がある場合、蓋を閉めてから汚物を流すよう表示する。 

・ ハンドドライヤーは利用、共通のタオルは禁止、ペーパータオルを設置するか、従業員に個人

用タオルを持参してもらう。 

■ 入札契約に関する対応 

公共工事については、対処方針で示された工事の継続性に留意しつつ、工事現場のある地域

を管轄する都道府県知事からの要請を踏まえ、受注者からの申し出があった場合には、受発注者

間で協議を行った上で、工期の見直しやこれに伴い必要となる請負代金額の変更、一時中止の対

応等、適切な措置を行うこととされており、この取り扱いは民間発注者団体にも参考送付されて

いる。建設工事の一時中止等の際には、下請契約においても、工期の見直しや一時中止の措置等

を適切に講じるほか、下請負人や技能労働者の事業や生業の継続に支障が生じることがないよ

う十分な配慮をするとともに、適切な代金の支払い等、元請負人と下請負人との間の取引の適正

化の徹底を図る。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しつつ、一層の円滑な発注

及び施工体制の確保を図るため、国土交通省所管事業の執行について、「国土交通省所管事業の

執行における円滑な発注及び施工体制の確保に向けた具体的対策について」（令和２年５月７日

付け国地契第６号、国官技第 29 号、国営管第 61 号、国営計第 15 号、国北予第７号）により 

・総合評価落札方式の技術提案に係る評価について、指定テーマ数等の最小化やヒアリングの原則

省略など、入札契約手続全般における柔軟な対応 
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・ 感染拡大防止対策に係る費用など、設計変更の対象とする経費等を入札公告時に明示し、適切

に設計変更 

・ 検査時の書類の簡素化や中間技術検査の簡素化、遠隔臨場の試行などの取組を講じるよう、全

国の地方整備局等に対して通知されるとともに、地方公共団体に対しても周知が行われたところ

である。当該通知の趣旨を踏まえ、感染拡大防止対策に必要な設計変更について発注者との協議

を行うなど、入札契約手続きにおいて適切な対応を行う。 

 

３ 従業員・作業員に対する協力のお願い 

・ 従業員・作業員に対し、感染防止対策の重要性を理解させ、日常生活を含む行動変容を促す。

このため、これまで新型コロナウイルス感染症対策専門家会議が発表している「人との接触を８

割減らす１０のポイント」や「『新しい生活様式』の実践例」を周知する等の取組を行う。 

・ 公共交通機関や図書館等公共施設を利用する従業員・作業員には、マスクの着用、咳エチケッ

トの励行、車内等密閉空間での会話をしないこと等を徹底する。 

・ 作業服等を貸与している場合、こまめに洗濯するよう促す。 

・ 患者、感染者、医療関係者、海外からの帰国者、その家族、児童等の人権に配慮する。 

・ 新型コロナウイルス感染症から回復した従業員・作業員やその関係者が、事業場内で差別され

ることがないよう、従業員・作業員に周知啓発し、円滑な職場復帰のための十分な配慮を行う。 

・ 発熱や味覚・嗅覚障害といった新型コロナウイルス感染症にみられる症状以外の症状も含め、

体調に思わしくない点がある場合、濃厚接触の可能性がある場合、あるいは同居家族で感染した

場合、各種休暇制度や在宅勤務の利用を奨励する。 

・ 過去 14 日以内に政府から入国制限されている、または入国後の観察期間を必要とされている

国・地域等への渡航並びに当該在住者との濃厚接触がある場合、自宅待機を指示する。 

・ 感染の拡大の防止のため、厚生労働省が無償で提供するスマートフォン用の新型コロナウイル

ス接触確認アプリ（COCOA）の利用を従業員等に呼び掛ける。 

・ 取引先等企業にも同様の取組を行うことが望ましい 

 

4. 従業員の感染が確認された場合 

■ 保健所、医療機関の指示に従う。 

■ 従業員が感染した旨を速やかに発注者に連絡する。 

■ 感染者の行動範囲を踏まえ、感染者の勤務場所の消毒を行うとともに、必要に応じて、同勤務

場所の勤務者に自宅待機をさせるなどの対応を検討する。 

■ 感染者の人権に配慮し、個人名が特定されることがないよう留意する。なお、新型コロナウイ

ルス感染症の感染拡大防止を目的とした個人データの取り扱いについては、個人情報保護に配慮

し、適正に取り扱う。 

■ 複数社が混在する産業連携拠点センター（島外借用ビル等）で同居する他社の社員で感染が確

認された場合は、保健所等、医療機関および商工会（ビル借り主等）の指示に従う。 

■ 総括安全衛生管理者や安全衛生推進者と保健所等との連絡体制を確立し、保健所の聞き取り等

に必ず協力する。 
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保育所での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは「保育現場のための新型コロナウイルス感染症対応ガイドブック(第 1 版)」に

基づいて作成します。南大東村内施設においては、本ガイドラインを基本とし、保育所の実情に合

わせた対策を講じることとします。 

尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除される項目もあり

ます。 

 

１．基本チェックリスト 

□ 園児・職員の検温と体調確認 

□ 外部者のマスクの着用・検温・手指のアルコール消毒の徹底 

□ 来客に対するマスク着用お願いの周知 

 

２．基本的な感染拡大予防策 

①保育所での取組 

■ 手洗いの徹底・・・園児に手洗いの効果、正しい手の洗い方を指導する。 

＜手洗いのタイミング＞ 

・登所時の施設に入ってすぐ（保護者も） 

・水分補給や食事の前後 

・トイレを使用した後 

・鼻汁やよだれなどが手に付着している時 

・戸外活動や動物・植物・昆虫などに触れた後 

■ 咳エチケットの徹底をする 

・職員は基本的にマスクを着用する。 

・園児はマスクの着用が難しいので、咳が出る時口を押えるなどの咳エチケットの大切さと方法

を具体的に教える。 

■ 消毒の徹底 

・多くの園児が手に触れる場所（ドアノブ、手すり、スイッチ、蛇口、遊具、テーブル、用具等）

は１日１回以上消毒液（消毒用エタノールや次亜塩酸ナトリウム等）で消毒する。 

②職員の取組 

■ 職員等は、園児と接することから、手洗い、うがい、咳エチケット、マスクの着用の励行や、

朝夕の検温による健康管理等の感染症対策を一層徹底します。 

■ 風邪症状（発熱、鼻水、咳、倦怠感等）がみられる時には出勤を控え自宅で休養する。出勤後

に発熱等体調が悪くなった場合は、すぐに所⾧に報告し帰宅する。 

■ 登所時に、検温の実施と体調確認を行い、健康観察表へ記入する。 
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③家庭での取組 

■ 毎朝登所前の検温実施と体調の確認を連絡帳に記入する。保育所は各家庭と連携を図りながら

依頼をする。 

■ 発熱がある場合は登所を避けます。 

発熱の判断をする際には、平熱に個人差があることについて留意し、今般の新型コロナウイル

スを発症した人の中には、あまり高い熱が出ないケースも見受けられることから、子どもの状況

について判断に迷う場合は診療所医師や福祉民生課に相談をする。 

■ 登降所の送り迎えは、保護者同士が密接とならないように配慮するとともに、職員と保護者の

連絡事項は掲示板を活用するなどして会話を減らす工夫をする。 

④「密閉」の回避（換気の徹底） 

・常時２方向の窓を開ける。 

・窓を閉める場合（エアコンを使用する場合も）は、一時間に１回数分間程度換気する。 

・園児に対して、換気の意味や大切さ、方法について日常的に知らせる。 

 

３．保育における留意点 

乳幼児期は身体機能が発達していくとともに、依存から自立へと向かう時期です。また、遊びを

通しての総合的な指導・保育を行っており、保育者・他児との接触や遊具等の共有等が日常的に生

じ、３つの密になることを避けられません。そのような現状を踏まえ、園児と保育者との温かなか

かわりを大切にしながら、感染リスクをできるだけ低くおさえられるよう、以下の点に留意しな

がら状況に応じて内容を工夫する。 

〇園児が主体的に様々な場所で活動している実態を踏まえ、適時手洗いや手指の消毒ができるよ

う配慮する。 

〇園児が自らマスクの着用、適切な手洗いの実施、遊具等の衛生的な取扱い等の基本的な対策を

十分に行うことは難しいため、保育者等が援助や配慮をする。 

〇手洗い等感染予防については、園児が楽しく習慣化できるように工夫する。 

〇公園等戸外遊びの際、手洗いができない場合は必要に応じてアルコールで手指消毒する。 

 

４．お弁当時間における留意点 

〇お弁当を食べる前に石鹸で丁寧な手洗いを徹底する。園児任せにはせず、必ず職員が手洗いの

様子を確認する。 

〇お弁当を食べる前と後にテーブルをアルコール等で消毒します。 

〇おしゃべりは控える事を基本とし、必要な時には飛沫がないように小声で話す等、工夫する。 

 

５．行事等における留意点 

〇行事を開催する場合は、当日説明する内容などを文書等であらかじめ保護者、関係者に伝え、

短時間で開催する。 

〇保育参観等についても実施の可否を十分に検討し、実施する際には（密閉、密集、密接）にな

らないように、座席の間隔、十分な換気を行う。 
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〇感染拡大防止の措置をした上で、縮小実施ややむを得ず中止にすることもあります。 

 

６．新型コロナウイルス感染症が発生した場合の対応 

園児（保護者）または職員が新型コロナウイルス感染症をり患した場合（疑いを含む）や濃厚接

触者となった場合は、速やかに南大東診療所または役場福祉民生課に連絡する。 
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幼稚園・学校での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策

ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは「教育現場のための新型コロナウイルス感染症対応ガイドブック(第 1 版)」

に基づいて作成します。南大東村内施設においては、本ガイドラインを基本とし、事業所の実情に

合わせた対策を講じることとします。 

尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除される項目もあり

ます。 

 

１．基本チェックリスト 

□ 幼児・児童生徒、教職員の検温と体調確認、マスクの着用 

□ 外部者のマスクの着用・検温・手指のアルコール消毒の徹底 

□ 来客に対するマスク着用お願いの周知 

 

２．基本的な感染症対策の実施 

感染症対策の 3 つのポイントを踏まえ、取組を行う。 

（１）感染源を絶つこと 

（２）感染経路を絶つこと 

（３）抵抗力を高めること 

 

（１）感染源を絶つこと 

園内・学校内で感染源を絶つためには外からウイルスを持ち込まないことが重要である。特に、

感染経路不明の感染者が発生しているような地域においては児童生徒、教職員及びその家族の健

康観察を徹底する。 

① 発熱等の風邪症状がある場合には登園・登校しないことを徹底する。 

② 登園・登校時の健康状態を把握する。 

③ 登園・登校時に発熱等の風邪症状が見られた場合は個別で対応し、早退とする。 

 

（２）感染経路を絶つこと 

新型コロナウイルス感染症は一般的には飛沫感染、接触感染で感染する。閉鎖空間において近

距離で多くの人と会話する環境では、咳やくしゃみなどの症状がなくても感染を拡大させるリス

クがあるとされている。感染経路を絶つためには、1 手洗い、2 咳エチケット、3 清掃・消毒が

大切である。 
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① 幼稚園・学校での取組 

□各自に必要な持ち物 

・清潔なハンカチ・ティッシュ 

・マスク 

□接触感染の仕組みについて幼児、児童生徒の実態に応じて理解させ、手指で目、鼻、口をできる

だけ触らないよう指導する。 

□手洗いの徹底・・・園児、児童生徒に手洗いの効果、正しい手の洗い方を指導する。 

＜石けんでの手洗いのタイミング＞ 

・登園・登校時や外から校舎内、教室に入るとき（保護者も） 

・水分補給や給食（昼食）の前後 

・トイレを使用した後 

・咳やくしゃみ、鼻をかんだ時 

・清掃の後 

・共有のものを触った時 

□咳エチケットを徹底する 

・職員は基本的にマスクを着用する。 

・幼児、低学年はマスクの着用が難しい場合もあるので、咳が出る時口を押えるなどの咳エチケッ

トの大切さと方法を具体的に教える。 

□消毒の徹底 

・多くの幼児児童生徒が手に触れる場所（ドアノブ、手すり、スイッチ、蛇口、遊具、テーブル、

用具等）は１日１回以上消毒液（消毒用エタノールや次亜塩酸ナトリウム等）で消毒する。 

② 職員の取組 

□職員等は、園児と接することから、手洗い、うがい、咳エチケット、マスクの着用の励行や、朝

夕の検温による健康管理等の感染症対策を一層徹底する。 

□風邪症状（発熱、鼻水、咳、倦怠感等）がみられる時には出勤を控え、自宅で休養する。出勤後

に発熱等体調が悪くなった場合は、すぐに園⾧・校⾧に報告し帰宅する。 

③ 家庭での取組 

□毎朝登園・登校前の検温実施と体調の確認を健康観察シートに記入する。各家庭と連携を図る。 

□発熱がある場合は登園・登校しない。 

発熱の判断をする際には、平熱に個人差があることについて留意し、今般の新型コロナウイル

スを発症した人の中には、あまり高い熱が出ないケースも見受けられることから、子どもの状況

について判断に迷う場合は診療所医師や福祉民生課に相談をする。 

④ 「密閉」の回避（換気の徹底） 

・常時２方向の窓を開ける。 

・窓を閉める場合（エアコンを使用する場合も）は、30 分に１回以上、数分間程度、窓を全開し換

気する。 

・幼児・児童生徒に対して、換気の意味や大切さ、方法について日常的に知らせる。 

・可能な限り身体的距離を確保すること。 
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（３）抵抗力を高めること 

免疫力を高めるため、「十分な睡眠」、「適度な運動」及び「バランスの取れた食事」を心がける

よう指導し、基本的生活習慣の徹底を行う。 

 

３．行事等における留意点 

□行事を開催する場合は、地域の実情を踏まえ、当日説明する内容などを文書等であらかじめ保護

者、関係者に伝え、開催する。 

□授業参観等についても実施の可否を十分に検討し、実施する際には（密閉、密集、密接）になら

ないように、座席の間隔、十分な換気を行う。 

□感染拡大防止の措置をした上で、縮小実施ややむを得ず延期、中止にすることもある。 

 

４．部活動について 

□運動不足の生徒もいると考えられるため、生徒の怪我防止には十分に留意すること。また、生徒

に発熱等の風邪の症状が見られる時は、部活動への参加を見合わせ、自宅で休養するよう指導

すること。 

□生徒の健康・安全の確保のため、生徒だけに任せるのではなく、教師や部活動協力者等が活動状

況を確認すること。 

□活動時間や休養日については、部活動ガイドラインに準拠するとともに、実施内容等に十分留意

すること。 

□活動場所については、地域の感染状況等にもよるが、可能な限り屋外で実施することが望ましい

こと。ただし気温が高い日などは、熱中症に注意すること。体育館など屋内で実施する必要があ

る場合は、こまめな換気や、手洗い、消毒液の使用（消毒液の設置、生徒が手を触れる箇所の消

毒）を徹底すること。 

□⾧時間の利用を避け、十分な身体的距離を確保できる少人数による利用とすること。特に、屋内

において多数の生徒が集まり呼気が激しくなるような運動や大声を出すような活動等は絶対に

避けること。 

□用具等については、生徒間で不必要に使い回しをしないこと。 

□部室等の利用については、短時間の利用とし一斉に利用することは避けること。 

□運動部活動でのマスクの着用については、体育の授業における取扱いに準じること。 

※以上のほか、文部科学省作成のＱ＆Ａ19 で示している内容に留意すること。 

 

５．新型コロナウイルス感染症が発生した場合の対応 

幼児・児童生徒、その保護者、または職員が新型コロナウイルス感染症をり患した場合（疑いを

含む）または濃厚接触者となった場合は、速やかに教育委員会に連絡する。 

 

６．臨時休業の判断について 

（１）園・学校で感染者が発生した場合の臨時休業について 

幼児・児童生徒等や教職員の感染が確認された場合、設置者は、保健所による濃厚接触者の範囲

の特定や検査に必要な日数・範囲で臨時休業を実施する。（濃厚接触者の特定に時間を要しない場

合や濃厚接触者がいない等の場合においては、必ずしも臨時休業の必要はない）。 

※詳しくは「学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル～

「学校の新しい生活様式」～ (2020.8.6 Ver.3)」参照 
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港・船内での新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 
 

本ガイドラインは一般社団法人日本旅客船協会の「旅客船事業における新型コロナウイルス感染

予防対策ガイドライン」に基づいて作成します。 

定期船「だいとう」においては本ガイドラインを基本とし、対策を講じることとします。 

尚、当ガイドラインは、最低限守るべき地域統一の事項とし、状況により解除される項目もあり

ます。 

 

1. 基本チェックリスト 

□ 従業員の就業前の検温、手指消毒の徹底、マスクの着用 

□ 施設入口及び施設内の手指消毒設備の設置 

□ 身体的距離の確保(接触・飛沫感染の防止) 

□ 換気の徹底 

□ お客様に対するマスク着用・手指消毒のお願いの周知 

 

２．感染防止のための基本的な考え方 

旅客待合所や旅客船内において乗客と従業員、乗客同士が接触する機会が多いことに加え、海

上においては乗客及び従業員が一定の間、外部から隔離された船内空間に留まることになる事業

の特殊性を十分に考慮し、乗客及び従業員への感染拡大を防止するよう努めるものとする。 

このため、「三つの密」が生じ、クラスター感染発生リスクの高い状況を回避するための最大限

の対策を講じる。 

 

3．講じるべき具体的な対策 

（１）感染予防対策の体制 

■担当課⾧並びに船⾧が率先し、新型コロナウイルス感染防止のための対策の策定・変更について

検討する体制を整える。 

■感染症法、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の関連法令上の義務を遵守するとともに、船

員関係法令を踏まえ、診療所・役場保健師の活用を図る。 

■様々な情報媒体を通じ、新型コロナウイルス感染症に関する正確な情報を常時収集する。 

（２）乗客に対する感染防止対策 

①共通事項 

■不特定多数の乗客が利用する場所においては、以下の感染防止策を講じる。 

・アルコール手指消毒液の設置。 

・乗客に対する手洗い、手指消毒及び咳エチケット（マスク着用を含む）や会話を控えることの励

行、アルコール手指消毒液の設置場所の周知徹底。 

・乗客と従業員が対面するターミナル内のカウンターや乗船案内等における飛沫感染防止のため

の仕切り（アクリル板・透明ビニールカーテン）の設置。 
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・ターミナル内のカウンターや船内等における乗客間の一定距離（できるだけ２ｍを目安に（最低

１ｍ）距離を確保するよう努めるものとし、定期船「だいとう」の構造等の環境に応じた可能な

範囲の距離）の確保。 

・ターミナル及び船内の換気（換気設備等の適切な使用、可能な際の窓の開放等）。 

・乗客の手が触れる場所（テーブル、ドアノブ、電気のスイッチ、手すりなど）の定期的な清拭・

消毒。 

②トイレ 

■便器は通常の清掃で問題ないが、不特定多数が使用する高頻度接触部位（ドアノブ、レバー、ハ

ンドル等）は清拭消毒を行う。 

・トイレに蓋がある場合、蓋を閉めてから汚物を流すよう表示する。 

※設備や器具の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム溶液等、当該設備・器具に最適な消毒液を用いる。 

・ハンドドライヤーの利用を止め、共通のタオルは禁止し、ペーパータオルを設置する等の対策を

講じる。 

③旅客ターミナルにおける対策 

■乗客の乗船手続き時における発熱や咳等の症状の有無などの健康状態の確認を実施する。その際、

乗船前の非接触体温計等による検温を実施するとともに、発熱等の症状があるものは乗船を許可

しないなどの措置を講じる。 

（３）職員に対する感染防止対策 

①健康管理 

■関係職員に対し、出勤前又は乗船前に、発熱や新型コロナウイルス感染症が疑われる症状（下記

目安を参考）の有無の健康状態に加え、新型コロナウイルス感染症陽性とされたものとの濃厚接

触、渡航歴等を確認させ、体調の思わしくないものには、「新型コロナウイルス感染症対策に係

る今後の対応について」（仮称）則り、対応するものとする。 

■勤務中に具合が悪くなった職員は、必要に応じて直ちに帰宅・下船させ、自宅待機とする。 

ただし、乗船運航中について直ちに下船できない場合は、乗客・職員との接触を避ける等の措

置を講じた上で、下船までの間、新型コロナウイルス対応用車輌等で待機・経過観察を行う。 

■乗船中の乗客・職員に新型コロナウイルス感染症が疑われる症状が確認された場合には、「４．

その他」に準じ船内で有症者等が発生した場合の具体的な対策に従って対応する。また、直ちに

陸上の管理部門に報告するものとし、事前に連絡体制を構築する。 

＜受診・相談の判断の目安＞ 

・息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合 

・重症化しやすい方で、発熱や咳など比較的軽い症状がある場合 

※重症化しやすい方の定義：①高齢者②糖尿病③心不全④呼吸器疾患（ＣＯＰＤ等）等の基礎疾患

がある方、⑤透析を受けている方、⑥免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

※基礎疾患の有無については、船員手帳の健康証明書等でも確認できます。 

・妊娠中の方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

・上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

※解熱剤等を飲み続けなければならない方を含みます。 
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②勤務 

■職員に対し、始業時、休憩後を含め、定期的且つ正しい方法での手洗い、手指消毒を徹底する。

このために必要となる石けんやアルコール性手指消毒剤などを配置する。 

■職員が、乗客や他の職員とできるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ）距離を確保するよう努めるもの

とし、定期船「だいとう」の構造等の環境に応じた可能な範囲で一定の距離を保てるよう、作業

空間と人員配置について最大限の見直しを行う。職員に対し、勤務中のマスク着用の徹底を促す。   

特に、複数名による共同作業など近距離が不可避な作業においては、これを徹底する。ただし、

作業量が多く、作業が⾧時間に及ぶ時、熱中症の可能性のある環境下での作業においては、定期

的に休息を挟む等作業箇所において創意工夫を行う。 

■勤務で外部の者と接触する必要がある場合は、必要最小限の時間とし、必ずマスクを着用すると

ともに、接触後は必ず手洗い、手指消毒等を実施する。 

③休憩・休息 

■喫煙を含め、休憩・休息をとる場合には、屋外であっても、できるだけ２ｍを目安に（最低１ｍ）

距離を確保するよう努める。一定数以上が同時に休憩スペースに入らない、屋内休憩スペースに

ついては換気を行う等、３つの密を防ぐことを徹底する。 

■飲食についても、時間をずらす等にて、対面での飲食を避けるとともに、できるだけ２ｍを目安

に（最低１ｍ）距離を確保するよう努める。 

④トイレ 

■便器は通常の清掃で問題ないが、不特定多数が使用する高頻度接触部位（ドアノブ、レバー、ハ

ンドル等）は清拭消毒を行う。 

■トイレに蓋がある場合、蓋を閉めてから汚物を流すよう表示する。 

■ペーパータオルを設置するか、職員に個人用タオルを持参してもらう。 

⑤設備・器具 

■操舵輪、ボタン、タッチパネルなど、勤務中に職員が触れる箇所について、職員が交代するタイ

ミングを含め、頻繁に清拭消毒を行う。 

■業務に必要な道具などのうち、個々の職員が占有することが可能な道具については、共有を避け

る。共有する道具については、頻繁に清拭消毒を行う。 

■制服等の衣類はこまめに洗濯する。 

■テーブル、ドアノブ、電話、電気スイッチなど共有設備については、頻繁に清拭消毒を行う。 

■ゴミはこまめに回収し、ビニール袋に密閉する。客室等においてもゴミの回収等清掃作業を行う

職員は、マスクや使い捨ての手袋を必ず着用し、作業後に手洗い等を徹底する。 

■作業スペースの換気に努める。 

※設備や器具の消毒は、次亜塩素酸ナトリウム溶液など、当該設備・器具に最適な消毒液を用いる。 

⑥部外者の立ち入り 

■不要不急な部外者の立ち入りは行わない。 

■運航維持に不可欠な部外者の立ち入りについては、その立ち入り人数を必要最小限とした上で、

船舶のみならず陸上管理側も当該部外者の把握を行う。また、当該部外者に対しても、発熱や症

状の有無を確認するとともに、マスク着用など職員に準じた感染防止対策を求める。 
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■このため、あらかじめこれらの部外者が所属する企業等に感染防止対策の内容を説明する等によ

り理解を促す。 

⑦職員の意識向上 

■職員に対し、感染拡大防止策の重要性を理解させ、日常生活を含む行動変容を促す。そのため、

例えば、これまで新型コロナウイルス感染症対策専門家会議が発表している「人との接触を８割

減らす１０のポイント」や「新しい生活様式の実践例」を周知するなどの取組を行う。 

■新型コロナウイルス感染症から回復した職員やその関係者が、差別されるなどの人権侵害を受け

ることのないよう、職員を指導し、円滑な社会復帰のための十分な配慮を行う。 

 

４．その他 

船内で有症者等が発生した場合の対応等、その他の対策については、「感染防止対策及び船上で

乗組員や乗客に新型コロナウイルス感染症に罹患した疑いがある場合の対応等について（国土交

通省海事局安全政策課）」を参照し、適切に対処する。 
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※各施設・店舗において、実際に作成して頂くガイドラインのイメージです。 

 

新型コロナウイルス感染症感染拡大予防ガイドライン（案） 

 

企業名 沖縄○○株式会社（●●店）   

（業種）○○○ ○○          

代表者名 ○○ ○○         

１．基本チェックリスト 

□ 従業員の就業前の体温測定 

□ 従業員の手指消毒の徹底 

□ 従業員のマスクの着用 

□ 入口及び施設内の手指の消毒設備の設置 

□ 入場者に対するマスク着用お願いの周知 

２．基本的な感染拡大予防策 

（１）感染症防止のための入場者整理の方法 

①密にならないための対策 

・店内が混雑しないよう、必要に応じて入店制限を実施する。 

・来客が並ぶ場合、２ｍ程度の間隔を空けるよう床にテープを貼り誘導する。 

②発熱等の症状のある方の入場制限方法 

・発熱や咳、頭痛等の症状がある方については、原則として入店をお断りする。 

③その他 

・店内に体温計を設置し、必要に応じて計測するよう協力を求める。 

・予約による来店や、混雑時間を避けた来店を推奨する表示を行う。 

（２）対人距離の確保の方法 

①接触感染対策 

・席は対面にならないよう配置を工夫し隣同士の間隔も可能な限り広くする。 

・他人と共有する物品は可能な限り少なくし、割り箸やコップ等を常時テーブルに置く。 

ことを中止する。 

②飛沫感染対策 

・カウンターなどで席が対面となる場合、透明ビニールカーテン等で遮蔽する。 

・料理は原則として大皿での提供は行わず個別に分けて配膳する。 

（３）施設の換気対策 

・常時、窓は 2 カ所以上空けておく。 

（４）施設・設備・物品等の消毒対策 

・複数の人が触れる場所は適宜消毒を行い、テーブル、ドアノブ、タブレット、レジなどの高頻度に接

触する箇所は、特に注意して消毒を行う。 

・店舗全体への消毒は○日○回のペースで実施する。 

（５）その他基本的な感染拡大予防策 

 ・ハンドドライヤーは止め、ペーパータオルを設置する。 

 ・トイレの蓋を閉めて汚物を流すよう、表示する。 

 ・唾液等が付着するゴミは、ビニール袋に入れて密閉した上でゴミ袋に入れる。 

 ・マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石鹸と流水で手洗いを行う。 

 ・ユニフォームはこまめに洗濯する。 

３．独自の感染予防対策 

・（上記の基本的予防策以外に必要な対策を記載願います）             以上 
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新型コロナウイルスの陽性者等が発生した場合における 

～ 衛生上の職場の対応ルール（例） ～ 

※ この対応ルール（例）は、職場に新型コロナウイルスの陽性者や濃厚接触者が発生した場合

の対応に当たって参考となるよう、企業の取組事例を取りまとめたものです。職場の実態に応

じて、ご活用ください。 

※ 職場の対応ルールを定めた場合には、事業場の掲示板等に掲示するとともに、メールや社内

のイントラネット等の複数の媒体で労働者に周知願います。 

１ 労働者が陽性者等であると判明した場合の事業者（社内担当者）への報告に関すること 

（１）ＰＣＲ検査等を実施することが決定した段階で、速やかに所属長に報告する。また、検査の結

果が判明した際には、その結果を速やかに所属長に報告する（結果が陰性であった場合も含

む）。 

（２）報告を受けた所属長は、事業場の人事担当部門（新型コロナウイルス対策本部や対応窓口が

設置されている場合には当該部門）に報告する。 

（３）健康情報の取扱いは、必要最小限の関係者に限るものとする。 

※ 健康情報取扱規程を定めている場合には、その取扱に準じて健康情報の取扱を行う関係者

を定めることとする。 

２ 労働者が陽性者等であると判明した場合の保健所との連携に関すること 

労働者が陽性者等であると判明した場合には、濃厚接触者の自宅待機などの保健所の指示に従

うとともに、保健所による積極的疫学調査が実施される場合に備え、事業場ごとに保健所との窓

口となる担当者を決めておく。また、陽性者等の勤務状況や在籍する部署の座席表、フロアの見取

り図を準備しておく。 

３ 職場の消毒等が必要になった場合の対応に関すること 

職場の消毒等については、保健所等より指示がある場合にはその指示に従い、特段の指示が無

い場合には、以下の方法によって実施する。 

（１）消毒を行う箇所 

① 陽性者等の執務室 

パソコン、タブレット、電話、ＦＡＸ、コピー機などの電子機器、陽性者等の椅子や机、キャ

ビネット、ドアノブ、照明スイッチ、床面や壁など陽性者等が接触したと考えられる箇所 

② 食堂、ロッカールーム、トイレなどの共有スペース 

食堂の椅子やテーブル、会議室の椅子やテーブル、ロッカールームのドアノブや照明スイッ

チ、階段の手すり、トイレの便座など陽性者等が接触したと考えられる箇所 

（２）使用する消毒液及び使用方法 

陽性者等の周囲の高頻度接触部位などは、消毒用アルコール又は 0.05%の次亜塩素酸ナトリ

ウムによる清拭で高頻度接触面や物品等を消毒する。陽性者由来の液体（痰、血液、排泄物など）

が付着した箇所の消毒については、消毒用エタノールや 0.05～0.5％次亜塩素酸ナトリウムで

清拭又は 30 分間浸漬する。 

（３）消毒時に使用する保護具 

清掃、消毒を行う者は、手袋、マスク、ゴーグル等の眼を防護するものなどの保護具を着用す

る。清拭には使い捨てのペーパータオルなどを用いる。 

また、手袋は滅菌したものでなくても差し支えないが、頑丈で水を通さない材質のものを用い

る。 

（４）消毒後の手指の衛生 

消毒の実施後は、手袋を外した後に流水・石鹸による手洗い、手指消毒用アルコール等による

手指の衛生を必ず行う。 

資料２ 

 



 

 

 

 

 

 

 

  

【商業施設用】

１　「三つの密」を避ける

　①密閉空間を避ける

入り口のドアや窓を開け、常時換気扇を回すなど、換気対策を十分とります。

個室などの密閉した部屋は使用しません。

　②密集場所を避ける

人と人の間隔（２ｍを目安）を十分に確保します。

接客席は対面にならないよう配置を工夫し、隣同士の間隔も可能な限り広く

します。

会計レジやカウンターなどで接客が対面となる場合、アクリル板やビニール

カーテンなどで遮蔽します。

　③密接場面を避ける

店内が混雑しないよう、必要に応じて入店制限を実施します。

会計時や商品受け取り時など、間隔を開けて並ぶよう、床にテープを貼る

などして誘導します。

２　その他

咳エチケット、こまめな手洗い、手指消毒を徹底します。

従業員及び入店者に対するマスクの着用を徹底します。

マスクや手袋を脱いだ後は、必ず石けんと流水で手洗いを行います。

入口及び施設内に手指消毒設備を設置します。

複数の人が触れる場所は、適宜消毒や清掃を行います。

テーブル、ドアノブ、レジなどの高頻度に接触する箇所は、特に注意して

消毒を行います。

休憩スペースの利用人数を制限します。

発熱や風邪、味覚障害などの症状がある方の入店制限や従業員の勤務制限を

実施します。

ユニフォームや衣服はこまめに洗濯します。

トイレにおけるハンドドライヤー、共通タオルの使用を停止します。

ゴミを回収する人は、マスクや手袋を着用します。

　　新型コロナウイルス感染症の感染防止のため、主に以下の対策を
　徹底しています。

沖縄県作成

感染防止対策チェックリスト
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南大東村 コロナ抗原検査（－）ＰＣＲ検査を実施した際の体制 

   ＰＣＲ検査の実施 

     診療所 

 

連

絡 

副村長 南部保健所 

連
絡 

福祉民生課課長 

保健師 課内職員 

＜ＰＣＲ検査を受けた住民＞ 

 ・基本外出禁止  

・コロナ確定したら搬送 

 ・診療所が対応 

地域包括支援センター 

社協 

＜ＰＣＲ検査をうけた住民との濃厚接触者＞ 

・行動制限はしない 

・帰島後 2 週間の５カ条 

・症状がでれば診療所へ連絡 

 

 

独
居
高
齢
者
な
ど
必
要
時
訪
問 

健
康
チ
ェ
ツ
ク 

連

絡 
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新型コロナウイルス感染症患者等の移送に関する考え方 

 

１．沖縄本島への移送の考え方 

 南大東村からの患者移送については、県の新型コロナ感染症対策本部や関係機関と調整の上、現

時点での県の考え方に準じ、以下のとおりとする。 

 

・本村は入院施設のない診療所での対応であり、新型コロナ患者と一般診療との両立が出来ないた

め、症状の軽重を問わず、早急に本島の入院施設に移送する。 

※疑い患者の場合は、診療所医師と保健所で相談の上、搬送が必要かどうか判断する。 

 

２．移送ルートについて 

 移送ルート及び方法は、患者の状態、天候、移送時間等を考慮して、関係機関と調整の上、県に

おいて最終的に決定することとされているが、南大東村においては、海路移送は行わず、陸上自衛

隊または海上保安庁の航空機による空路移送を行うことになる。 

 

３．患者移送における感染症対策 

 

（１）患者 

 ・気管内挿管されていたり、酸素マスクを装着している場合を除き、患者にサージカルマスクを

着用させる。 

 ・呼吸管理を行っている患者に対しては、感染対策に十分な知識と経験のある医師が付き添う。 

 ・自力歩行可能な患者に対しては歩行を許可し、そうでない場合は車いす、ストレッチャーを適

宜使用して車両等による搬送を行う。 

 ・搬送に使用する車両等の内部に触れないよう患者に指示する。 

 

 （２）搬送従事者（消防団） 

 ・搬送従事者は、全員サージカルマスクを着用する。 

 ・搬送車両等における患者収容部で患者の観察や医療にあたる者は、湿性生体物質への暴露があ

るため、眼の防護具（フェイスシールドまたはゴーグル）、手袋、ガウン等の防護具を着用す

る。 

 ・搬送中は適宜、換気を行う。 

 ・搬送中は周囲の環境を汚染しないように配慮し、特に汚れやすい手袋に関しては、汚染したら

すぐに新しいものと交換する。手袋交換の際は、アルコールによる手指消毒を行う。 

資料５ 



 

 

 

 ・使用した防護具の処理を適切に行う。特に、脱いだマスク、手袋、ガウン等は、感染性廃棄物

として処理する（一般廃棄物とは別に感染性廃棄物の廃棄容器を設ける）。その際、汚染面を

内側にして、他へ触れないよう注意する。 

 

 （３）搬送に使用する車両 

 ・患者収容部分の構造は、搬送後の清掃、消毒を容易にするため、出来るだけ単純で平坦な形状

であることが望ましい。ビニール等の非透水性資材を用いて患者収容部分を一時的に囲うこと

も考慮する。車両内には機材は極力置かず、機材が既に固定してある場合には、それらの汚染

を防ぐため防水性の不織布等で覆う。 

 ・患者搬送後の車両等については、目に見える汚染に対して清拭・消毒する。手が頻繁に触れる

部分については、目に見える汚染が無くても清拭・消毒を行う。 

 ・使用する消毒剤は、消毒用エタノール、70v/v%イソプロパノール、0.05～0.5w/v%

（500～5,000ppm）次亜塩素酸ナトリウム等を用いる。なお、次亜塩素酸ナトリウムを使

用する際は、換気や金属部分の劣化に注意して使用する。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南大東村役場 福祉民生課 

【電話】09802-2-2036 


